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　大会期間中のカメラ等機材の保管、コンピューター機
器を用いた分析のために、メインスタンド裏の会議室を
科学委員会に提供して頂き活動を行いました。
３－１　データの収集について
　「バイオメカニクスデータの収集」は、ビデオ映像によ
るデータの収集と分析、レーザー式スピード測定器（以下、
ラベグ）を用いた疾走スピード変化の測定を行いました。
　ビデオ映像のデータは、主にハイスピードビデオカメ
ラを用いて、動作分析用映像および疾走スピード分析用
映像をスタンドまたはグラウンドレベルから撮影しまし
た。疾走スピード変化の測定は跳躍種目を中心に、助走
路前方スタンドにラベグを設置し行いました。それぞれ
の撮影に必要となるキャリブレーション作業は競技の前
後に行う許可を頂き、現場審判の先生方の協力のもと実
施しました。
　質問紙調査の配布は、各種目で８位以内に入賞した競
技者を対象に質問用紙を配布しました。昨年度までは栄
養、障害、サプリメントの摂取等に関する質問項目を主
としていましたが、今年度から幼少年期における運動経
験、幼少期の運動能力等の質問項目を新たに加え、種目
選択に至る過程に関する情報も調査対象としました。質
問紙は直接回答を書き込める質問紙と返信用封筒を表彰
者召集所で配布し、日本陸上競技連盟宛に送付して頂く
形をとっています。
３－２　データフィードバックについて
　大会期間内におけるデータフィードバックとして、最終
日を除く全ての種目においてビデオカメラ映像から作成し
た連続（分解）写真（図１）を作成しました。トラック競
技では、レース分析としてビデオ映像から通過タイムおよ
びタッチダウンタイムを読み取り、スピード変化を表すグ
ラフおよび数値を示す表を作成しました（表１）。フィー
ルド種目については、跳躍種目では助走スピードの変化
を表すグラフを、投擲種目では投擲物のリリース速度、リ
リース角度等のリリースパラメータに関する図表を作成し
ました。データ分析はデータ取得後速やかに行い、遅く
とも翌日には掲示板にデータの提示を行いました。
　今年度は科学委員会分析データ用掲示板を正面入口階
段横に用意して頂きました。選手およびコーチ、観客等

合わせて提示し、ジュニアからシニアに向けて改善すべ
き課題の一部が検討できる形を念頭に分析結果の公表を
行いました。
５．まとめ
　和歌山インターハイにおけるバイオメカニクスデータ
の全ては、日本陸上競技連盟ホームページ内の科学委員
会ページ（http://www.jaaf.or.jp/t-f/）からダウンロー
ドが可能となっています。このページでは、過去のイン
ターハイデータ（2007年佐賀IHから掲載）に加え、科
学委員会の他の活動で得られた結果も閲覧可能となって
います。
　最後に、科学委員会による活動の実施にあたり、ご協力・
ご尽力を頂きました関係各所の皆様に心よりお礼申し上
げます。

が通行する地点であり、多くの方が写真等でデータを持
ち帰る姿を目にしました。さらに、２枚の掲示板を用意
して頂いたためフィードバック用のスペースが広く、大
会期間中を通じて全ての種目（４日目まで）のデータを
確認できる場を提供することができました。なお、各種
目の優勝者には、選手および指導者の要望に応じて測定
データの提供も行いました。
４．バイオメカニクスデータについて
　インターハイでのバイオメカニクスデータ分析はほぼ
全ての種目で実施しました。最終日の種目については大
会終了後に分析を行いまとめています。実施種目の一部
は詳細なデータ分析を加え「陸上競技マガジン」において、
パフォーマンスの解説を行う予定となっています（11月
号、12月号）。ここでは、大会期間中に掲示したデータ
の一部を紹介します。
　図２は大会記録に迫る好記録となった男子走幅跳の助
走スピード結果について、大会期間中に
掲示したものを示しています。走幅跳で
は助走で高いスピードを獲得することは
必要不可欠であり、好記録であった上位
２選手の跳躍を見ると直感的にスピード
が高いことが予想できました。実際に分
析結果を見ると、上位２選手は入賞選手
の中で高いスピードを獲得していたこと
が確認できるとともに、選手ごとの具体
的な差を把握することができます。一方
で、シニアトップ選手との比較では、ス
ピードの観点から見た開きがあることが
確認できます。各種目の結果では、イン
ターハイ入賞選手だけでなく、国内トッ
プ選手をはじめとする過去の測定結果も

インターハイにおける科学委員会研究活動報告

図1　連続（分解）写真の例（男子200m決勝）

表1　タイム分析結果一例（男子200m決勝）

図2　男子走幅跳助走スピード分析結果
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ない女子選手よりも競技上の優位性を持つ」という詳細
データの提出を求め、他方において「これらのデータが
提出されるまで２年間に亘りIAAFの関連規則は執行停
止とすべきである」と中間的に裁定した。
③�ロシア競歩選手のドーピング問題は国際的関心を呼んで
いるが、これは生体パスポートに由来する案件である。
生体パスポートの検査値の動きから問題ありとされて来
た６名のロシア人選手（殆どが著名競歩選手）に対する
ロシア側の措置内容に付きロシア陸連からIAAFへの通
報が大幅に遅れたのを受け2014年９月、IAAFはCAS
に対し申し立てを行った。その後、ロシアドーピング防
止機構からは直ちに迅速な措置をとる旨の回答があり、
その後これら選手に２年半から無期限の競技参加禁止措
置をとった旨、連絡をした。IAAF�はこのことを関係選
手がIAAFドーピング規則違反を犯したことを認めた上
で彼等に制裁が加えられものであると了承した。しかし、
IAAFドーピング審査委員会（DRB）は「ロシア陸連の
制裁は選手の競技結果を過去に遡って無効としていない
のが問題である」との見解を示したため、IAAFは改め
て関係競技者６名一人一人についてCASに対し異議申し
立てを行った。このため本件は現在手続き進行中である。

（2）市民権の変更
　世界陸上選手権大会の直前のカウンシル会議には、当該
世界選手権大会へ駆け込み参加が可能になるよう、多くの
選手の市民権の変更報告が行われる。今次事務総長報告で
も48名に上る競技者の市民権変更が報告された。いつも
であればアフリカから中東諸国への変更が多いのである
が、今回の特色はウクライナからロシア（９名）、アゼル
バイジャン（２名）への変更が多かったのが特徴である。
近年のロシア-ウクライナ紛争が陰を落としていることが
垣間見える。他方エチオピアからも５名が市民権変更して
いるが行き先はスーダン（４名）、米国（１名）となって
おり従来の行き先と変わって来ている。
３．�WAS大会をより魅力的なものにするための「刷新作
業部会」最終報告書

　陸上競技への関心が徐々に低下し、他スポーツとの競合
が激化している中で世界選手権及びWAS大会をより魅力
的なものにする方途を探る目的でIAAFは2014年に「刷新
作業部会」を設置した。同刷新作業部会は有識者も入れた
ワークショプでの討議結果も踏まえ、刷新のための提案を
盛り込んだ最終報告書を今次カウンシル会合に提出した。
時間的な制約から、今次会合では主要提案の説明だけが行
われるに留まったが、これら提案をどのように実施に移す
のか（あるいは移さないのか）は新しいカウンシルメンバー
の手に委ねられることになった。なお、最終報告書に盛り
込まれた提案のいくつかを紹介すれば次の通りである。
①�コンチネンタル・カップのフォーマットを変更すること
（例えば競技会を盛り上げる視点から、大陸別チームで
はなく国別チームをベースにした参加態様にする）
②�世界選手権大会を陸上競技シーズンのクライマックス・
イベントとすること（このため同選手権大会を8月末又
は９月に開催することとし、他方において陸上競技シー
ズンの開始を早めることにする）。

事選挙が行われる総会時に70歳を超える者は理事選
挙に立候補することが出来ない」「連続して３期12年
務めたIAAF会長は再選できない」「４人の副会長の
うちの一人は女性とする」とする趣旨の提案があっ
たが、カウンシルは時間的制約もあり、これらの提
案を十分審議することなく「この提案は新しいコミッ
ション、新しいカウンシルで審議し２年後の総会で
決定」するとの意見を付して総会に提出することに
した（しかし、総会では、今次総会で決定すべきで
あるとの意見が多数を占め、内容に関する審議が行
われないまま、いきなり投票に付され賛成多数で可
決された。これはいわばカウンシルが総会により「押
し切られ、面目を失墜」したケースに当たるが、本
提案のようなカウンシル・メンバー（理事）の身分
に関わる変更はカウンシル内では合意を得るのが極
めて困難という事情もあるので、総会は強引ではあっ
たものの合理的な決定を下したとも言えよう）。

（５）�会合の最後に、WAS大会（World�Athletics�Series
＝IAAF主催大会）をより魅力的なものにするため
に2014年に設置された「刷新作業部会」の最終報告
書がカウンシルに提示された。IAAFが今後取り組
むべき刷新のための提案書とも呼べるものであるが、
これらの提案をどのようにフォローアップするかは
新しいカウンシルに委ねられることになった。これ
らの提案はIAAFのみならず世界各国の陸上競技連
盟にとっても大いに参考になるものと思われる。

２．事務総長報告の特徴点
　事務総長報告は通常、前回理事会以来の主要なIAAF活
動を理事会に報告するものであり、カウンシル審議も通常
はこの報告書をベースにして行われる。今回の事務総長報
告で多くの理事の関心を集めたのは次の点であった。
（１）スポーツ仲裁裁判所関連案件
①�スポーツ仲裁裁判所（CAS）で係争中のIAAF案件は11
件であったが、３件は解決した（内２件はIAAFの申し
立てが認められ、他の一件は認められなかった）。１件
は中間的解決をみた。その他の件は依然審議中で結論が
出ていない。これらの案件のうち１件を除く他の10件
は全てドーピングに関わる案件である。
②�中間的解決をみた案件はインド人に関わる案件である。
2011年４月のカウンシルは「女性競技への疑似女性参加
を防止するため、通常の男性が有する値の範囲に入るア
ンドロゲン値を示す人物は女子競技には参加させないこ
とにする」旨の決定を下し、これをIAAF規則に取り入
れたが、このインドのケースはIAAF規則に基づきイン
ド人女性の競技参加を認めなかったインド陸連の措置に
抗議しCASに持ち込まれた案件である。
　�CASはIAAFの決定及びこれを取り入れた競技規則は真
摯な考えに基づいて行われていると認めつつも「通常の
男性が有するアンドロゲン値を持った女子選手がそうで

　2015年8月、第50回IAAF総会及び第15回世界陸上競
技選手権大会が北京において開催されたが、その前後に同
地において２度に亘りIAAFカウンシル会議が開催された。
８月17日（月）の会合は通常のカウンシル会議であり、
2011〜15年を任期とするカウンシル・メンバー（理事）
による実質上最後の会合であった。他方、８月30日（日）
は同メンバーによる会合であったが、北京大会を暫定的に
評価することを目的としたもので、30分程度の短い内容で
あった。両カウンシル会議の概要は以下の通りである。
Ⅰ．カウンシル会議（８月17日）
１．会議の雰囲気と特筆事項
（１）�２日後に会長を始めとするカウンシル・メンバー（理

事）の選挙を控えているだけに一言で言えば「心こ
こにあらず」「余り波風を立てたくない」という雰囲
気が支配的な会合であった。

（２）�その中にあって、活発な議論が行われたのは8月初
めに独の公共放送ARD、英国のサンデイ・タイムズ
で報道された陸上競技界のドーピング問題であった。
色々な意見が出されたが「報道内容は誤解や偏見に
基づくもので、センセーショナルで人心を惑わす類
いの内容である。生体パスポートやIAAFのドーピ
ングに対する姿勢、現場での取り組みについての認
識不足も甚だしい。この種報道に対しては厳正に対
処すべきである」というのがカウンシルの結論であっ
た。他方「IAAFの生体パスポート内容が一部漏洩
しているようであるが、これについてはどのように
考えているのか」との質問に対し、事務総長より「由々
しき事態である。窃盗及び秘密漏洩ということでモ
ナコの警察当局に捜査を依頼した。職員に対する聞
き込みや文書の閲覧が行われている」との答があり、
またARDとサンデイ・タイムズに対しても法的措置
を執ることを検討中であることが明らかにされた。

（３）�ディアック会長は、これが実質的に自分にとっては最
後のカウンシル会議だとして①会長とIAAFとのこれ
までの関わりを具体的事例を挙げながら淡々と語り②
民主的で財政的に安定したIAAFを（コー、ブブカ両
候補のいずれが勝利しても）信頼のおける後任に委
ねることが出来ることを喜んでいるとの趣旨の冒頭挨
拶を行い、理事一同から大きな拍手を受けた。ディアッ
ク会長の任期は実質約16年に亘ったが、いわゆる「上
から目線」ではない言動で民主的運営を行ったこと、
財政基盤を安定させたこと、世界選手権大会をはじ
めとするWAS（IAAF主催）大会の開催地をよりグ
ローバル化する等して陸上競技を全世界的に普及さ
せようと努力したことは率直に評価すべきであろう。

（４）�前回のIAAFモスクワ総会でもIAAFの組織改正に関
わる憲章改正について、総会はカウンシルの提案を
否定する決定を行ったが今回も同様のことが起こっ
た。今次総会に諮るIAAF憲章改正提案に「IAAF理

国際陸上競技連盟（IAAF）カウンシル会議（北京）報告
前 IAAF カ ウ ン シ ル メ ン バ ー　 田 中 克 之
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ない女子選手よりも競技上の優位性を持つ」という詳細
データの提出を求め、他方において「これらのデータが
提出されるまで２年間に亘りIAAFの関連規則は執行停
止とすべきである」と中間的に裁定した。
③�ロシア競歩選手のドーピング問題は国際的関心を呼んで
いるが、これは生体パスポートに由来する案件である。
生体パスポートの検査値の動きから問題ありとされて来
た６名のロシア人選手（殆どが著名競歩選手）に対する
ロシア側の措置内容に付きロシア陸連からIAAFへの通
報が大幅に遅れたのを受け2014年９月、IAAFはCAS
に対し申し立てを行った。その後、ロシアドーピング防
止機構からは直ちに迅速な措置をとる旨の回答があり、
その後これら選手に２年半から無期限の競技参加禁止措
置をとった旨、連絡をした。IAAF�はこのことを関係選
手がIAAFドーピング規則違反を犯したことを認めた上
で彼等に制裁が加えられものであると了承した。しかし、
IAAFドーピング審査委員会（DRB）は「ロシア陸連の
制裁は選手の競技結果を過去に遡って無効としていない
のが問題である」との見解を示したため、IAAFは改め
て関係競技者６名一人一人についてCASに対し異議申し
立てを行った。このため本件は現在手続き進行中である。

（2）市民権の変更
　世界陸上選手権大会の直前のカウンシル会議には、当該
世界選手権大会へ駆け込み参加が可能になるよう、多くの
選手の市民権の変更報告が行われる。今次事務総長報告で
も48名に上る競技者の市民権変更が報告された。いつも
であればアフリカから中東諸国への変更が多いのである
が、今回の特色はウクライナからロシア（９名）、アゼル
バイジャン（２名）への変更が多かったのが特徴である。
近年のロシア-ウクライナ紛争が陰を落としていることが
垣間見える。他方エチオピアからも５名が市民権変更して
いるが行き先はスーダン（４名）、米国（１名）となって
おり従来の行き先と変わって来ている。
３．�WAS大会をより魅力的なものにするための「刷新作
業部会」最終報告書

　陸上競技への関心が徐々に低下し、他スポーツとの競合
が激化している中で世界選手権及びWAS大会をより魅力
的なものにする方途を探る目的でIAAFは2014年に「刷新
作業部会」を設置した。同刷新作業部会は有識者も入れた
ワークショプでの討議結果も踏まえ、刷新のための提案を
盛り込んだ最終報告書を今次カウンシル会合に提出した。
時間的な制約から、今次会合では主要提案の説明だけが行
われるに留まったが、これら提案をどのように実施に移す
のか（あるいは移さないのか）は新しいカウンシルメンバー
の手に委ねられることになった。なお、最終報告書に盛り
込まれた提案のいくつかを紹介すれば次の通りである。
①�コンチネンタル・カップのフォーマットを変更すること
（例えば競技会を盛り上げる視点から、大陸別チームで
はなく国別チームをベースにした参加態様にする）
②�世界選手権大会を陸上競技シーズンのクライマックス・
イベントとすること（このため同選手権大会を8月末又
は９月に開催することとし、他方において陸上競技シー
ズンの開始を早めることにする）。

事選挙が行われる総会時に70歳を超える者は理事選
挙に立候補することが出来ない」「連続して３期12年
務めたIAAF会長は再選できない」「４人の副会長の
うちの一人は女性とする」とする趣旨の提案があっ
たが、カウンシルは時間的制約もあり、これらの提
案を十分審議することなく「この提案は新しいコミッ
ション、新しいカウンシルで審議し２年後の総会で
決定」するとの意見を付して総会に提出することに
した（しかし、総会では、今次総会で決定すべきで
あるとの意見が多数を占め、内容に関する審議が行
われないまま、いきなり投票に付され賛成多数で可
決された。これはいわばカウンシルが総会により「押
し切られ、面目を失墜」したケースに当たるが、本
提案のようなカウンシル・メンバー（理事）の身分
に関わる変更はカウンシル内では合意を得るのが極
めて困難という事情もあるので、総会は強引ではあっ
たものの合理的な決定を下したとも言えよう）。

（５）�会合の最後に、WAS大会（World�Athletics�Series
＝IAAF主催大会）をより魅力的なものにするため
に2014年に設置された「刷新作業部会」の最終報告
書がカウンシルに提示された。IAAFが今後取り組
むべき刷新のための提案書とも呼べるものであるが、
これらの提案をどのようにフォローアップするかは
新しいカウンシルに委ねられることになった。これ
らの提案はIAAFのみならず世界各国の陸上競技連
盟にとっても大いに参考になるものと思われる。

２．事務総長報告の特徴点
　事務総長報告は通常、前回理事会以来の主要なIAAF活
動を理事会に報告するものであり、カウンシル審議も通常
はこの報告書をベースにして行われる。今回の事務総長報
告で多くの理事の関心を集めたのは次の点であった。
（１）スポーツ仲裁裁判所関連案件
①�スポーツ仲裁裁判所（CAS）で係争中のIAAF案件は11
件であったが、３件は解決した（内２件はIAAFの申し
立てが認められ、他の一件は認められなかった）。１件
は中間的解決をみた。その他の件は依然審議中で結論が
出ていない。これらの案件のうち１件を除く他の10件
は全てドーピングに関わる案件である。

②�中間的解決をみた案件はインド人に関わる案件である。
2011年４月のカウンシルは「女性競技への疑似女性参加
を防止するため、通常の男性が有する値の範囲に入るア
ンドロゲン値を示す人物は女子競技には参加させないこ
とにする」旨の決定を下し、これをIAAF規則に取り入
れたが、このインドのケースはIAAF規則に基づきイン
ド人女性の競技参加を認めなかったインド陸連の措置に
抗議しCASに持ち込まれた案件である。

　�CASはIAAFの決定及びこれを取り入れた競技規則は真
摯な考えに基づいて行われていると認めつつも「通常の
男性が有するアンドロゲン値を持った女子選手がそうで

【男子４×400mリレー日本代表選手の交代】
　男子４×400mリレーの代表選手に選出されていた渡邊和也選手（チームミズノアスレ
ティック）の怪我による出場辞退の申し出を受け、髙平慎士選手（富士通）を追加選出しま
した。
髙平慎士：1984年７月18日生　富士通・千葉　180cm／62kg
　○2004年アテネ／2008北京／2012ロンドン　オリンピック出場
　○2014年主な戦績　静岡国際（20秒50：派遣設定記録B）／日本選手権（20秒82：6位）

／第1回世界リレー（４×200mリレー）出場
　旭川市立六合中学校（北海道）→旭川大学高等学校（北海道）→順天堂大学
　指導者　中学校：陸上部　森　雅則／高校：陸上部　斉藤登世彦／大学：陸上部　佐久間

和彦
�〈大会に向けての抱負〉チームの目標に向けて全力でやるのみです！
�〈種目の魅力〉400mの４人で様々な展開になり最後まで何があるか分からないのが面白い

と思います。

国際陸上競技連盟（IAAF）カウンシル会議（北京）報告 ③�フィールド競技のフォーマットをより革新的なものにす
ること（例えば予選を行わず最初から決勝競技とする。
試技数も減らす）
④�イベント・プロモーションのため、ソーシャル・メディ
アを戦略的かつより幅広く活用する、オンラインでの視
聴アクセスを拡大する。
⑤�（WAS刷新ワークショップが提案したような）マラソン
と競歩を世界選手権大会から外すことはやるべきではな
い。逆にマラソンと競歩の魅力をより発揮できるような
措置をとるべきである（例えば（イ）�IAAFのコントロー
ルを高め（ロ）生データへアクセスできる専門のプレゼ
ンターを確保し（ハ）GPSトラッキング・システムを利
用し、全競技者のリアルタイムデータへのアクセスを拡
大するなどして放映番組内容を改善する）
Ⅱ．カウンシル会議（８月30日）
　今次世界陸上選手権大会の暫定的評価を行うために旧カ
ウンシルメンバーによる会合が開催された。一言で言えば
「これまでの大会の中で最上級に入る大会」という評価で
あった。説明、発言要旨は次の通りである。
１．（事務局説明）
①�今世界陸上選手権は記録ずくめであった（世界新記録１、
今季世界最高記録14、地域新記録11、国別新記録87）。
②�207国/地域より選手1873名が参加した（ファイナル・
エントリー数は1942名）
③�観客数は午後の部については連日満員であった。８月29
日までで延べ観客数は685,565名となった。
④�TV放送も200国/地域で放映された。全体の視聴者数は
未だ把握されていないがアジアでの伸びが素晴らしかった。
前回のモスクワ大会を上回ることになるのは確実である。
２．（ディゲル理事−IAAF組織代表−）
①�車の車数規制、一部工場の閉鎖措置がとられたこともあ
り心配された大気汚染はなかった。天候にも恵まれた。
大成功と言って良い大会であった。競技場の観客は競技
に対する反応から見て一部は明らかに動員された観客と
いうことがわかったが、中国選手が活躍したこともあり、
会場は大いに盛り上がった。
②�TV視聴率は事務局からも説明があったが、中国や日本
を含むその他アジアは傑出した結果、ヨーロッパもたい
へん素晴らしいものであったと言える。
③�今大会ではマスターズの競技（女子400m,男子800m）が
エキジビジョンとして大会８日目の午後の部直前に行わ
れたが、次回大会でもマスターズを入れるということで
あれば、何日目に入れるのが良いか再検討した方が良い。
３．（オドリオゾラ理事−IAAF技術代表）
　自分が知っている限り、競技運営的視点からみてこれま
での世界選手権の中で最高の大会だった。
４．（フレデリックス理事−IAAF選手コミッション委員長）
　今次大会ではIAAF選手コミッションメンバー６名を選
ぶ選挙が行われた。立候補者は16名であった。当選者は
Valery�ADAMS（ニュージーランド）、Mutaz�BARSHIM�
（カタール）、Yelena�ISINBAEVA�（ロシア）、Andreas�
THORKILDSEN�（ノルウェー）、Christian�OLSSON（ス
ウェーデン）、室伏広治（日本）の６名である。
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14. 11　スクール & ユースコミッション
14. 12　持続的発展コミッション
14. 13　テレビコミッション
15．組織委員会からの報告
15. １　リオ 2016 ─ 第31回オリンピック競技大会
15. ２　北京 2015 ─ 第15回 IAAF世界選手権大会
16．その他の事項
17．次回総会の日にちと場所
18．総会閉会
◆選挙
　今回の総会では、４年任期となるIAAFカウンシル（理事）及び委
員会メンバーの改選がおこなわれた。1999年から約16年にわたり会長
の職にあったディアック氏の引退を受けて、副会長職にあったかつて
の名選手、イギリスのセバスチャン・コー氏とウクライナのセルゲイ・
ブブカ氏による激しい選挙活動が繰り広げられたが、115票対92票で
コー氏が新会長に選出された。続いて行われた４名定員の副会長選挙
では、ブブカ氏が187票を獲得してトップ当選を果たした。その後、
おこなわれたカウンシル選挙では、日本から、２期つとめた田中克之
氏に替わり、横川浩会長が立候補し初当選を果たした。委員会選挙で
は、日本からは技術委員会と競歩委員会に立候補し、２名とも再選を
果たした。カウンシル選挙では、韓国がポストを失ったものの、副会
長に再選のカタールのほか、日本、中国、UAE、インド、サウジアラ
ビアのアジア６か国が当選という大躍進を遂げた。
　なお、カウンシルは、会長、副会長、財務担当理事、女性メンバー、
個人メンバー、エリア代表からなり、選挙は、エリア代表を除く、ポ
ジションごとに順に実施される。
　IAAF加盟国は、それぞれ１票を有し、各ポジションの定数の人数分、
投票するというシステムとなっており、横川会長が立候補した個人メ
ンバーは定数９名であるので、各国９名に投票できることになる。
　投票により、絶対多数（有効投票の過半数）を獲得した上位から当
選が決まるが、絶対多数獲得者が定数に満たない場合、２回目の投票
が実施され、得票上位者から当選となる。
　横川会長は、個人メンバーの１回目投票では103票を得て４位の結
果であったが、過半数105票にわずかに足りず、２回目の投票にまわり、
98票のトップで当選となった。
【選挙結果】
カウンシル個人メンバー（９人）　有効投票数209票　過半数105票
　横川浩　103票（４位）　過半数に足らず２度目の投票へ
　２度目　98票（２度目の投票トップ、全体で４位）　当選
技術委員会（12人）　有効投票数208票　過半数105票
　関幸生　145票（１位）　当選
競歩委員会（８人）　有効投票数202票　過半数102票
　今村文男　119票（2位）　当選
◆憲章と規則の主要修改正
　今回の総会は、選挙が主目的であったが、憲章及び規則の修改正提
案についても議題となった。
　憲章では、複数のIAAF加盟国から提案のあったカウンシルの任期
等に関する提案が投票の結果、承認された。それら提案はつぎの3件
であった。
・ IAAF理事選挙が行われる総会時に70歳を超える者は理事選挙に立

候補することが出来ない
・ 連続して３期12年務めたIAAF会長は再選できない
・ ４人の副会長のうちの一人は女性とする
　カウンシルは、これら提案に反対の立場であったが、複数の加盟国
から反発の発言が相次ぎ、圧倒的多数で可決されることとなった。こ
の結果、ディアック前会長は16年、ネビオロ元会長は18年にわたり会
長職にあったが、今回の選挙で選出された58歳（選挙時）のコー新会
長は最長で任期12年ということになる。
　競技規則については、IAAF憲章が６年前の総会で改正されたこと
により、競技規則については、総会での決定が必要とIAAFカウンシル
が認めた “重要案件” を除く修改正提案については、カウンシル会議で
の決定が最終となるため、本総会では修改正内容の報告のみとなった。
　各国陸連などからの競技規則修改正提案は139件あり、承認108件、
却下31件という結果であった。日本とIAAF競歩委員会から提案のあっ
た「競歩のピットレーン・ルールの明文化」も承認され、2016年版ルー
ルブックから明文化されることとなった。
　競技規則の修改正については競技運営委員会で内容確認の後、日
本での適用について2016年の全国競技運営責任者会議において報告
される。

　IAAF総会が世界選手権開幕に先立つ８月19日と20日、中国・北京
で開催された。
　IAAF総会は、２年に１回実施され、選挙を主目的とした総会とルー
ル修改正を主目的とした総会を交互におこなっている。
　本年は、選挙が主目的であったが、そのほか、緊急のルール修改正
を含めた、下記の議題が審議された。
１．総会開会式
2015年８月18日（火）
１. １　歓迎の挨拶
１. ２　開会宣言
１. ３　名誉楯授与式
２．議事
2015年８月19日（水）～ 20日（木）
２. １　総会開式通告
２. ２　開式
２. ３　IAAFベテランピン授与式
２. ４　招集
２. ５　選挙立会人承認
３．前回総会議事録承認
４．カウンシル報告 ─ 規則修改正提案を含む
５．加盟団体資格 
　　─コソボと南スーダンの新規加盟確認
　　─ガボンの資格停止
６．財政─名誉会計及び財務予算コミッションによる報告
７．会長立候補者による選挙演説
８．選挙
８. １　会長
８. ２　副会長 ─４人
８. ３　名誉会計
８. ４　地域代表の確認 ─６人
８. ５　女性カウンシルメンバー ─６人
８. ６　カウンシル個人メンバー ─９人
８. ７　技術委員会 （委員長 ─ 女性メンバー３人 ─ メンバー 12人）
８. ８　女性委員会 （委員長 ─ 男性メンバー２人 ─ メンバー８人）
８. ９　競歩委員会 （委員長 ─ 女性メンバー２人 ─ メンバー８人）
８.10　 クロスカントリー委員会（委員長 ─ 女性メンバー２人 ─ メン

バー８人）
９．憲章修改正提案
10．競技会規則修改正提案
10. １　第１章 ─ 国際競技会
10. ２　第２章 ─ 競技者の資格
10. ３　第３章 ─ アンチドーピング
10. ４　第４章 ─ 紛争
９. ５　 第５章 ─ 競技規則 ─ 憲章13条６により、総会での審議が必

要とされる修改正提案のみ
11．倫理規定
12．地域陸連からの報告
12. １　アフリカ
12. ２　アジア
12. ３　ヨーロッパ
12. ４　北中米カリブ
12. ５　オセアニア
12. ６　南アメリカ
13．委員会からの報告
13. １　技術委員会
13. ２　女性委員会
13. ３　クロスカントリー委員会
13. ４　競歩委員会
14．コミッションからの報告
14. １　選手コミッション
14. ２　コーチコミッション
14. ３　競技コミッション
14. ４　普及コミッション
14. ５　法務コミッション
14. ６　マーケティング & プロモーションコミッション
14. ７　マスターズコミッション
14. ８　医事 & アンチドーピングコミッション
14. ９　プレスコミッション
14. 10　道路競走コミッション

国際陸上競技連盟（IAAF）総会報告
事 務 局
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　中学生アスリートの夢の舞台、ジュニアオリンピッ
ク！　リレー日本一を決定する日本選手権リレーも同時
開催！　ぜひ日産スタジアムに足を運んで下さい！
▼日時：10月23日（金）～10月25日（日）
▼場所：日産スタジアム
　　　　神奈川県横浜市港北区小机町3300
▼アクセス：�JR新横浜駅から徒歩15分、�

地下鉄新横浜駅から徒歩12分、�
JR小机駅から徒歩７分

▼種目
〈男子〉
区分Ａ：100m、200m、3000m、110mJH、走高跳、砲丸投
区分Ｂ：100m、1500m、110mH、走幅跳、砲丸投
区分Ｃ：100ｍ、1500ｍ、走幅跳
区分Ａ・Ｂ・Ｃ共通：円盤投、ジャベリックスロー、4×100mリレー
〈女子〉
区分Ａ：100m、200m、3000m、100mYH、走高跳、砲丸投
区分Ｂ：100m、1500m、100mH、走幅跳、砲丸投
区分Ｃ：100m、800m、走幅跳
区分Ａ・Ｂ・Ｃ共通：円盤投、ジャベリックスロー、4×100mリレー
＊年齢区分：2015年4月1日を基準として満年齢によっ
て、下記のとおり3区分する
A．�14歳以上～ 15歳未満（2000（平成12）年４月２日
生～2001（平成13）年４月１日生）

B．�13歳以上～ 14歳未満（2001（平成13）年４月２日
生～2002（平成14）年４月１日生）

C．�12歳以上～ 13歳未満（2002（平成14）年４月２日
生～2003（平成15）年４月１日生）

▼入場料：1,000円（１日）

　※65歳以上・高校生以下無料　　※当日券のみ
▼問合せ先：神奈川陸上競技協会
　TEL：045-210-9660／ FAX：045-210-9667
▼大会公式ページ
　ジュニアオリンピック
　http://www.jaaf.or.jp/taikai/1286/

　リレー日本一を決定する日本選手権リレー！
　ジュニアオリンピックも同時開催！　ぜひ日産スタジ
アムに足を運んで下さい！
▼日時：10月23日（金）～10月25日（日）
▼場所：�日産スタジアム�

神奈川県横浜市港北区小机町3300
▼アクセス：�JR新横浜駅から徒歩15分、�

地下鉄新横浜駅から徒歩12分、�
JR小机駅から徒歩7分

▼種目
【日本選手権リレー】
〈男子　2種目〉
　4×100mリレー、4×400mリレー
〈女子　2種目〉
　4×100mリレー、4×400mリレー
▼入場料：1,000円（1日）
　※65歳以上・高校生以下無料　　※当日券のみ
▼問合せ先：神奈川陸上競技協会
　TEL：045-210-9660／ FAX：045-210-9667
▼大会公式ページ
　日本選手権リレー
　http://www.jaaf.or.jp/taikai/1285/

大会観戦ガイド
第46回ジュニアオリンピック
陸上競技大会

第99回日本陸上競技選手権
リレー競技大会

昨年度の大会より（A女子100mYH決勝） 昨年度の大会より（女子4×400mRで優勝した東大阪敬愛高）
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山口陸上競技協会は６月末で８年間、専務理事を務め2011山口国民体育大会を
成功裏に導いた立役者の園田隆が退任し、山縣康人が新たに専務理事に就任し、
齋藤永会長のもと新体制がスタートしました。
平成27、28年度一般財団法人山口陸上競技協会の業務執行役員を紹介します。
・会　　長　齋藤永
・副 会 長　須田雅昭、東福俊明、磯部芳規、園田隆
・専務理事　山縣康人
・常任理事　 衛藤憲生（競技運営委員長）、島田敏幸（強化委員長）、山本博史（総

務委員長）、藤田昌彦（普及育成委員長）、西村信勝（記録情報委
員長）、濱田真由美（女性委員長）、齋藤英美（競技運営副委員長）

・事務局長　藤田昌彦
この体制で運営していきますが、財政基盤の強化、中・高・一般の連携強化、競技
役員の高齢化対応等、課題は山積みであり、腰を据えた取り組みが必要となっています。
山口国民体育大会開催にあたり、選手強化と競技運営力強化を図り大きな成果を
得ることができましたが、４年が経過するとその貯金を食いつぶした感があり、選手
強化については国民体育大会や全国高等学校総合体育大会、全日本中学校陸上競技
選手権大会等でチーム山口として総合力を発揮して好成績を納めるところまでには
至っていません。一方、競技運営については山口陸上競技協会主催大会では国民体
育大会での運営方法をそのまま継続しており、観衆や他県来場者からは好評価を得て
いますが、審判員の高齢化と若者離れ対策は遅れており、大きな課題となっています。
これらに対しては従来と同じ取り組みでは課題達成は困難であり、積極的かつ斬
新な対応も必要であり、新体制に大きな期待が寄せられていることを肝にして、山
縣専務理事を中心に関係者が一枚岩となって取り組んでいくことにします。
平成18年から開催してきました西の京山口での「全国中学校駅伝大会」が、12

月13日の第23回大会をもって終了することになります。一抹の寂しさを覚えるとこ
ろですが、日本中学校体育連盟の先生方を中心に全国大会を10年連続で開催し、
幾多の有望選手も誕生して大きな成果を揚げたということを財産とし、次の開催地
滋賀県に引き継いでいくことにします。 （文責：競技運営委員長　衛藤憲生）

一般財団法人山口陸上競技協会

一般財団法人山口陸上競技協会

一般財団法人岡山陸上競技協会

第15回世界陸上競技選手権大会に重友梨佐選手・小原怜選手（天
満屋）が出場し頑張ってくれました。
この代表としての頑張りを本県のパワーとし今後の大会へ生かして
いきたい。
来年度の全国高校総体は岡山で開催され、高体連陸上競技部を中

心に強化も進められており、高校生の意識は高まっている。
トラックシーズン後半を迎え、和歌山国民体育大会では成年・少年
女子を中心とした活躍が期待される。シーズンを有終の美で締めくく
りマラソン駅伝シーズンへ勢いを繋ぎたい。
きたる11月８日には第１回おかやまマラソンも実施され、県民の声
援でランナーを応援したい。
今後おこなわれる実業団駅伝・高校駅伝・都道府県駅伝でも選手

の活躍を期待したい。
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６月の評議会で2015、16年度の協会役員が決まりました。主な役員
は次のとおりです。よろしくお願いします。
会　　長（代表理事） 卯木英司
副 会 長（業務執行理事） 藤本繁　　南邦明　　横手美男
理 事 長（業務施行理事） 佐竹昌之
事務局長（業務執行理事） 難波康夫
先般行われた北京での世界陸上競技選手権大会では、本県の金丸
祐三選手、伊藤舞選手（ともに大塚製薬）が出場し、伊藤選手が女
子マラソンで７位入賞、そして、来年のリオデジャネイロ・オリンピッ
クの内定を得ました。2020年の東京オリンピックにも本県アスリート
を代表選手として送り込むことが選手強化の面での大きな目標です。
現時点の有望種目として投てき種目があり、中田恵莉子選手（四国大
学職員）、幸長慎一選手（生光学園高校）等に期待がかかります。

普及面では、7、8年後に開催が予定されている全国大会等を目
指して、小学生、中学生への普及育成、高校生への強化に努めていき
ます。そのためには、練習場所の確保が重要です。本県の陸上競技場
は、鳴門市のポカリスエットスタジアム（第１種・第３種）と徳島市
の市営陸上競技場（第２種）がありますが、県南には全天候の競技場
がありません。2020年を目標に、写真判定装置を常設した全天候
400mの競技場（第３種）が計画されています。本協会としても、より
良いものも目指し、県に対して要望していきたいと思います。

（文責：理事長　佐竹昌之）

一般財団法人徳島陸上競技協会

2015年6月13日、本協会は役員の改選を行った。三宅副会長の勇
退に伴い、東川専務理事が副会長へ、そして河野専務理事が着任、
事務局も樽谷事務局長から秋山事務局長へとバトンタッチした。
名 誉 会 長　 亀井郁夫
会　　　長　佐々木秀昌
副 会 長　渡部伸夫　東川安雄
専 務 理 事　河野裕二　
常 務 理 事　秋山定之（事務局長）　中野繁　浜﨑正信
総務委員長　灰原利彦　　　　企画広報委員長　藤原文代
強化委員長　中野繁　　　　　競技運営委員長　福地光文
副 委 員 長　樋口裕志　　　　施設用器具委員長　元吉揮晃
指導普及委員長　大田恒二　　科学委員会　佐々木英夫　
情報処理委員長　秋山定之
以上のような新体制で、新たな構想にチャレンジしていく予定。
さて、第99回日本陸上競技選手権大会男子110mHにおいて13秒
81で高山峻野選手が優勝したことは、とても嬉しいニュースであった。
新たなスター選手の出現に、改めてジュニア時代からの育成の大切さ
を感じた。この選手も、広島のジュニアとして大切に育て、強化の育
成支援を受けていた一人である。広島では、広島かけっこキャラバン
「小学生陸上教室」出前講座を年間通して実施している。今年度も25
会場で大学生を指導者に迎え、子どもたちに陸上競技の楽しさを知っ
てもらう機会をつくっている。また、キッズを対象とした記録会の開
催やクリニックなど普及活動を実施している。今後も、普及活動・タ
レント発掘事業、小中、中高のつなぎの強化などに取り組んでいきたい。

（文責：企画広報委員長　藤原文代）

一般財団法人広島陸上競技協会



2 1 3Track & Field MAGAZINE

大会を
就任し、

ます。

史（総
情報委
委員長）

競技
います。
成果を
選手
上競技
でには
国民体
を得て
います。
かつ斬
て、山

が、12
るとこ
開催し、
開催地
藤憲生）

協会

協会

野陸上競技場（第１種公認）で開催されています。その中で、唯一県
西部の宿毛市にある宿毛陸上競技場（第３種公認）で開催されている
のが、毎年９月開催の県高校新人陸上競技対校選手権大会です。以
前は、この大会も春野で開催されていました。高知県は東西に170キ
ロと長く、中心にある高知市の競技場で全て開催されていたのですが、
数年前に県西部地域の陸上競技振興と宿泊も兼ねた地域振興も兼ね
て宿毛市で開催されるようになりました。宿毛競技場は、高知市以外
で、唯一の写真判定装置を備えた競技場で、郊外の緑に囲まれた運動
公園内にあり、体育館や補助グラウンドも備えたりっぱな施設です。
当日は晴天に恵まれ選手、役員審判含めて500名が参加して開催され
ました。また県東部には、公認競技場が無いため、早期に設置される
ことが望まれています。 （文責：総務委員長　島津卓）

（NPO）高知陸上競技協会

リンピックの代表選考会を兼ねて12月６日に開催されます。すでに、
８月25日に事務局を開設（写真）、参加申込の受付も９月15日に締め
切られました。11月に市民参加型の大規模フルマラソンである福岡マ
ラソンが開催されるので、その準備と並行して進めないといけませんが、
大会の成功に向けて、万全の準備をして12月６日を迎えたいと思います。
他にも、この期間は、全日本実業団女子駅伝予選会、九州実業団

駅伝など注目度の高い競技会の運営が続くので、福岡陸協の総力を結
集して各大会を円滑に運営したいと考えています。
なお、福岡国際マラソン選手権大会の公式ホームページは次の通りです。
　　第69回福岡国際マラソン選手権大会
　　http://www.fukuoka-marathon.com/

（文責：総務部長　橋本忠志）

一般財団法人福岡陸上競技協会

顔（えがお）つなぐえひめ国体」、第17回全国障害者スポーツ大会「愛
顔つなぐえひめ大会」が実施されます。開催２年前となり、天皇杯獲
得に向けた選手強化や運営準備が佳境に入っています。
県内に実業団やクラブチームがほとんど無い現状では、成年種別の

強化が困難なため、少年種別のタレント発掘・強化を中心に取り組ん
でいます。徐々にではありますが、競技力の向上も見られるようになり、
強化組織や強化事業においても充実してまいりました。
運営面では、メイン会場となる県総合運動公園陸上競技場は、既存

の施設を改修して使用しますが､倉庫の不足や選手の動線等において
は今後の改善が望まれるところです。また、競技役員の審判技術向上
と人数の確保に、協会をあげて取り組んでおります。全国規模の大会
運営が乏しいことからくる不安はありますが、研修を重ね自信を持っ
て本番を迎えたと思います。
国体の開催を間近に控え、不安材料は解消されておりませんが、こ

の機会にジュニア選手育成のシステムを構築させ、県や市町等の行政
との連携を深めて、国体終了後も継続した競技力向上に繋げていきた
いと考えています。

（文責：強化委員長　渡部求）

一般財団法人愛媛陸上競技協会

８月の世界陸上競技選手権大会には香川県出身の荻田大樹選手（ミ
ズノ）が出場しました。地元からの熱い声援を受けて予選でシーズン
ベストとなるすばらしい跳躍を見せてくれましたが、あとわずかのとこ
ろで決勝進出はなりませんでした。ただ、本県の選手が胸に日の丸を
つけて世界で戦う姿は、ジュニア世代に夢と希望を抱かせてくれるも
のでした。
近畿インターハイでは、男子１種目２名が入賞、女子１種目１名が
入賞しました。全中札幌大会では、個人種目の10名と男女リレーで参
加しましたが、残念ながら入賞者はいませんでした。昨年の山梨イン
ターハイ、全中香川大会と比べると入賞者数が減っていることを受け
て、現在和歌山国民体育大会に向けて強化中です。インターハイ、全
中で力を発揮できなかった選手が多くいたようなので、この記事が掲
載される頃には終了している国民体育大会では、本県選手の活躍を期
待しているところです。
香川県では全天候型の競技場が３つありますが、そのうちの１つで

ある屋島陸上競技場は現在改修工事を行っています（平成28年度末
完成予定）。また、もう１つの綾川陸上競技場は今年の冬に改修工事
に入る予定です。丸亀競技場もJリーグとの兼ね合いで利用が難しく
なっていますが、競技場を使った合同練習会、競技場外のクロスカン
トリーコースでの中・長距離合同練習会などで厳しい状況を乗り切ろ
うと考えています。

（文責：事務局より）

一般財団法人香川陸上競技協会

な役員

金丸
手が女
ンピッ
ート
です。
四国大

等を目
ていき
競技場
徳島市
競技場
天候
より

昌之）

協会



◇編集委員
横川　　浩（陸連会長）
友永　義治（陸連副会長）
八木　雅夫（陸連副会長）
尾縣　　貢（陸連専務理事）
原田　康弘（陸連強化委員長）
風間　　明（陸連事務局長）
牧野　　豊（陸上競技マガジン編集長）

◇時報編集室責任者
　大嶋　康弘
◇時報編集担当
　繁田　　進
　石塚　　浩
　木越　清信
　宮田　　宏
　高橋　祐哉
　小川ちあき

陸連時報編集室

〒163-0717
東京都新宿区西新宿2-7-1
小田急第一生命ビル17階
公益財団法人日本陸上競技連盟 内
TEL 03-5321-6580
FAX 03-5321-6591
WEBサイト http://www.jaaf.or.jp/
公式動画サイト http://japanathletics.tv/

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

陸連時報編集委員
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◇◆リオデジャネイロオリンピックに向けた戦いが始まっています！◆◇
　来夏、ブラジル・リオデジャネイロで開催される第31回オリンピック競技大会のマラソン・競歩のこれからの選考競技会は下記の通
りです。
　是非、競技場・沿道で代表をかけた熱い戦いに応援をお願い致します。
〈男子マラソン〉
・第69回福岡国際マラソン選手権大会	 2015年12月6日（日）開催
・東京マラソン2016	 2016年2月28日（日）開催
・第71回びわ湖毎日マラソン大会	 2016年3月6日（日）開催

〈女子マラソン〉
・第1回さいたま国際マラソン大会	 2015年11月15日（日）開催
・第35回大阪国際女子マラソン大会	 2016年1月31日（日）開催
・名古屋ウィメンズマラソン2016	 2016年3月13日（日）開催

〈男子競歩〉
・第54回全日本50kｍ競歩高畠大会	 2015年10月25日（日）開催
・第99回日本陸上競技選手権大会・20km競歩	 2016年2月21日（日）開催
・第40回全日本競歩能美大会	 2016年3月20日（日）開催
・第100回日本陸上競技選手権大会50km競歩	 2016年4月17日（日）開催

〈女子競歩〉
・第99回日本陸上競技選手権大会・20km競歩	 2016年2月21日（日）開催
・第40回全日本競歩能美大会	 2016年3月20日（日）開催

◇◆日本選手権リレー・ジュニアオリンピックの動画を公開します！◆◇
　10月23日（金）から10月25日（日）まで、神奈川・日産スタジアムで
開催する第99回日本陸上競技選手権リレー競技大会、第46回ジュニアオリ
ンピック陸上競技大会の動画を昨年に引き続き公開致します。激戦の模様を
もう一度、お楽しみ下さい。
　アクセスは　http://japanathletics.tv/　まで
　※	6月26日（金）～28日（日）に新潟・デンカビッグスワンスタジアムで開
催しました第99回日本陸上競技選手権大会の動画は好評公開中です！

昨年のジュニアオリンピックの様子
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